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「北方かわらばん」は、北海道立北方建築総合研究所が発行しているメールマ
ガジンです。ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。
アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から
のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で
きませんのでご了承ください。

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　今月号のトピックス
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

第１１号の内容はこちらです。

■イベントのお知らせ
　□札幌で「第１２回住居領域学習研修会」を開催します
　□全道各地で住宅改修の説明会を開催します
　□北方建築総合研究所一般公開を開催しました
　□「ジャパンホームショー２００９」に出展しました

■今回の特集記事
　□来年、北総研が変わります　～「（地独）北海道立総合研究機構」へ

■北総研からのお知らせ
　□アドレス変更のお知らせ

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　イベントのお知らせ
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【札幌で「第１２回住居領域学習研修会」を開催します】

平成２２年１月７日（金）、中学・高校の家庭科の先生を対象とした「第１２
回住居領域学習研修会」を室蘭市市民会館において開催します。
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この研修会は、住まい・まちづくりの体験型授業を提案するもので、今回は「
住まいと安全」のスライド教材を使用し、バリアフリーや地震への備えについ
て学ぶ授業案を紹介します。

お申込方法については、当研究所ホームページをご覧ください。
なお、同サイトには、昨年の実施内容も掲載しています。

http://www.hri.pref.hokkaido.jp/090807kensyuukai.html

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【全道各地で住宅改修の説明会を開催します】

道保健福祉部との共催で、「ケアマネージャーのための住宅改修の手引き」説
明会を道内６ヶ所で開催します。

この手引きは、平成１９～２０年度に道立工業試験場、北海道大学と共同で実
施した「要介護高齢者のための住宅改造に関する研究」の研究成果として作成
したもので、生活行為の動作を細分化して本人の生活行為の自立や介護の状況
を的確に把握し、住宅改修の必要性を確認できるようにしたものです。

バリアフリー改修を効果的に実施したいと考えている方は、ぜひご参加くださ
い。

平成２２年
１月１９日（火）１３：００～１５：００　北斗市・かなで～る
１月２８日（木）１３：００～１５：００　帯広市・とかち館
１月２９日（金）１４：００～１６：００　釧路市・まなぼっと幣舞
２月　４日（木）１３：００～１５：００　網走市・北海道網走総合庁舎
２月２２日（月）１３：００～１５：００　札幌市・かでる２・７
２月２５日（木）１３：００～１５：００　旭川市・北海道上川合同庁舎
３月　３日（水）１３：００～１５：００　札幌市・かでる２・７

（担当：人間科学科）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【北方建築総合研究所一般公開を開催しました】

平成２１年１０月２５日（日）、北方建築総合研究所において一般公開を開催
しました。

より多くの方々に研究所の研究業務を知っていただこうと、風洞装置を使用し
た強風体験コーナー、非常食を試食しながら地震防災を学ぶ防災体験コーナー
など１１の「常設体験・展示コーナー」、耐震断熱改修などをテーマにした「
住宅がよくわかるミニセミナー」、モルタル小物やほのぼのあかりを作成する
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「体験コーナー」、実際に実験しながら職員が説明を行う「実験施設見学ツア
ー」を実施しました。

実験施設見学ツアーでは、庁舎に使われている省エネ技術、主な実験設備を紹
介しました。構造強度実験室では、コンクリートコアの圧縮強度試験、鉄筋の
引張試験を実際に行い、目の前で見る迫力ある実験は来場者に好評でした。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【「ジャパンホームショー２００９」に出展しました】

平成２１年１１月１１日（水）から１３日（金）の３日間、東京ビッグサイト
（有明・国際展示場）で開催された「Japan Home & Building Show 2009」に
出展しました。
今回は、北海道庁、道内企業６社とともに北海道グループとして出展し、来場
者に向けて北海道発の優れた技術や製品をＰＲしました。

北海道ブースでは、道建築指導課、今回初参加の北海道立林産試験場（旭川市
）と共に、事業や研究成果等のＰＲを行ったほか、技術セミナー、各企業によ
るプレゼンテーションを行いました。

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　今回の特集記事
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【来年、北総研が変わります　～「（地独）北海道立総合研究機構」へ】

平成２２年４月１日より、北方建築総合研究所は「地方独立行政法人　北海道
立総合研究機構」（略称：道総研）としてスタートします。

道総研は、分野の異なる２２の道立試験研究機関が一つの法人として構成され
ます。機構内には、法人本部、「農業」「水産」「森林」「産業技術」「環境
・地質」「建築」の６つの研究本部が置かれ、北方建築総合研究所は建築研究
本部に所属する唯一の研究所となります。

現在の企画総務部は、建築研究本部企画調整部となり、総務課、企画課（現・
企画指導室）、性能評価課（現・性能評価室）の３課体制となります。
研究部は、建築研究本部北方建築総合研究所となり、現在の４部体制から居住
科学部、環境科学部（現・環境科学部、生産技術部）、構造判定部の３部体制
となります。

独法化のメリットを活かした研究、運営を目指していきますので、よろしくお
願いいたします。
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〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　北総研からのお知らせ
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【アドレス変更のお知らせ】

来年４月１日より、ホームページのアドレス、メールアドレスが変わります。

ホームページについては、来年１月以降、順次サーバ移行作業を行い、３月末
をもって現在のホームページ（http://www.hri.pref.hokkaido.jp/）を閉鎖す
る予定です。

新しいアドレスが決まり次第、ホームページ等でお知らせしますので、ご理解
の程よろしくお願いいたします。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

【編集後記】　

先月、ジャパンホームショー2009の会場に行ってきました。
今回で３回目の参加となりましたが、過去２回に比べると、会場全体が何とな
く元気がないように感じました。これも景気の冷え込みによる影響なのでしょ
うか。

今回、北海道ブースの近くに出展されていた方とお話をする機会がありました
。それぞれ地域が異なるお二人と別々にお話をしたのですが、会話の切り口が
違うのに、最後に出てきた言葉が同じでした。

「地場資源（未利用資源）がうまく地元で活用されていない」ということ。

北海道ブースで来場者へのノベルティとして、道産カラマツを原料とした石鹸
を配っていました。実は、原料が道産ではあるものの、製造先は関西の企業。
そんな痛いところを突いてきた東北地方の方ですが、「人のことは言えないん
だよね」と。資源が豊富にあるにもかかわらず、うまく活用されていない、県
内の企業に活用するノウハウが足りないなど、せっかくある資源が県内で加工
（製品化）されずに県外に流れているとのことでした。

関西地方の方は、地場資源を活用した製品を来場者にＰＲしていました。デザ
イン性も機能性も優れた製品なのですが、話を聞いてみると、なかなか地元で
消費されないとのことでした。
地場で生産加工された製品は、どうしても輸入品や大量生産品と比べると高く
なりがちですが、景気の悪化も要因なのか、消費者が安い製品を好む傾向が強
く、「デザインが買われない時代になっている」と。

確かに、私も数年前に新築した時、海外で大量生産された安い家具にするか、
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地元の旭川家具にするか、正直悩みました。
旭川家具を選んで良かったと、今では心からそう思っています。

（Ｎ）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　管理者からのお知らせ
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専
用アドレス宛てにメールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・配信停止はこちら
　http://www.hri.pref.hokkaido.jp/provide/mail.html
変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と
記載してください。

■各種お問い合わせ専用メールアドレス info@hri.pref.hokkaido.jp

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。

───────────────────────────────────
　　　　　　 発行：北海道立北方建築総合研究所企画指導室
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